
    

 

 

 

 

 4 月の統一地方選で、皆さまから真心  

からのご支援を賜り、 2 期目をスタート  

させていただきました。  

5 月 20 日の臨時議会で、総務委員会の  

副委員長に選出されました。また、市議会  

公明党の会派代表として、今後 4 年間、  

市民のための政治の実現を目指して、しっ  

かりと働いて参ります。  

 ご要望やご相談がありましたら、お気軽  

にお声をお寄せ下さい。  
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６月６日～１７日に、改選後初となる市議会６月定例会が開か

れ、今回、市議会公明党の会派代表として、６月１０日に代表質

問に登壇しました。  

代表質問は、会派を代表して基本的な政策や施策、考え方につ

いて当局の見解を質したり、提言するためのもので、いままで皆

さんからいただいた様々なお声をもとに、市議会公明党の政策を

訴えさせていただきました。  

今回は、第一に、３．１１の東日本大震災の教訓から、  

○災害を乗り越えていくためのコミュニティづくり  

○被災後の行政支援を円滑に進めるための「被災者支援シス  

テム」の早期導入  

を取り上げたほか、原発事故が引き起こしたエネルギー政策の転

換の議論が、市が策定中の地球温暖化防止計画に与える影響につ

いて見解を質しました。また、高齢化時代に即した「投票所」の

増設について取り上げました。  

 

６月定例市議会  

  代表質問を行いました！  

兵道けんじニュー

ス  

 

連休中の街頭演説  



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

           

代  表  質  問  の  概  要  

１  災害を乗り越えていくためのコミュニティづくりについて  

       ○万が一の災害の際、地域でお互いに支え合う「共助」が重要になるが、この共  

助を機能させるためにどう取り組んでいくのか。  

 ＜答弁＞  

防災訓練等への参画を広く呼び掛けるなど、あらゆる機会を通じて「共助」 

の必要性を訴えていく。  

 

２  被災者支援システムの導入について  

 ○万が一の災害の際、罹災証明書の発行その他の行政サービスを円滑に行うた  

め「被災者支援システム」の導入を図るべき。  

 ＜答弁＞  

応急対策から復旧・復興に必要な行政事務の迅速な処理が可能なシステ

ムであることから、導入に向けて検討する。  

３  地球温暖化対策新実行計画について  

 ○策定向けた現在の作業状況及び震災に伴う原発事故の影響に対して、今後ど  

のように対応していくのか。  

 ＜答弁＞  

    ６月に「策定委員会」を設置して計画策定に向けた作業を行う。また、  

温室効果ガス削減目標については、国や県などの削減数値の動向を注視し

ていく。     

４  有価物等の持ち去り禁止条例について  

  ＜答弁＞  

    早期の実施を目指し、環境部内の「ワーキンググループ」が中心に  

なって準備を進めている。  

 

５  投票所の増設について  

  ＜答弁＞  

    期日前投票所の増設を検討するとともに、有権者数が５千人を超え  

る投票区の分割や、高齢者人口の多い投票区の見直しについて、検討

を行う。  

 


